
試験研究成果普及情報 

［目的及び背景］ 

養豚経営から排出するふん尿は、自家または近隣耕種農家において有機質肥料として利用されてきたが、近年養豚経営
の大規模化による多量のふん尿処理が必要になったこと、また住宅地や観光施設の隣接によるふん尿散布後の臭気や衛
生問題から、豚ふんの堆肥化処理の必要性が増している。そこで養豚経営32戸の堆肥化施設の実態調査を行い、豚ふん
処理施設と豚ふん堆肥の特徴を明らかにし施設導入時の検討材料に資する。  

［成果内容］ 

１．各堆肥化（乾燥）施設の特徴を表1に示した。副資材や戻し堆肥の混合で水分の調整が行われていた施設は堆肥
舎、開放直線型堆肥化施設（以下開放直線）、密閉横型堆肥化施設（以下密閉横）であり、密閉縦型堆肥化施設（以下
密閉縦）でも戻し堆肥を使う経営があった。（表1・2） 

２．製品の特徴は、開放直線利用で腐熟度得点が高く有機物推定分解率の高い製品が多く、堆肥舎利用では生産日数、
切返し回数、施設面積等の生産方法により完熟から未熟まで様々な製品があり、密閉縦利用の製品は低水分で粉状であ
った。（表3） 

３．完熟製品は臭気が弱く（臭気得点20点満点中18点以上）、有機物推定分解率は、堆肥舎利用で54.3％、開放直線利
用で56.0％と高い傾向を示し、臭気や有機物推定分解率は完熟の目安になると考えられた。(表２） 

［留意事項］ 

１.堆肥化施設の選択に当たっては、各経営の制約条件（労働力、副資材の入手、敷地面積、臭気に対する配慮の必要
性、堆肥製品の需要、資金等）を明確にする。 

２.堆肥化施設の計画段階で堆肥販売方法をあらかじめ検討しておく。例えば近隣耕種農家と話し合い、必要とされる
堆肥の形態、成分から堆肥化施設を選択する。 

３.堆肥（乾燥）製品の販売をする場合は、特殊肥料の届け出及び肥料成分の表示が必要である。 

［普及対象地域］  

県下全域 

［成果の概要］ 

部門 家 畜 ふ ん 尿 対象 普及 

課題名：実態調査からみた豚ふん処理施設と豚ふん堆肥の特徴 

[要約] 豚ふん処理施設で水分調整の必要な施設は堆肥舎と開放直線及び密閉横であり、密閉縦も戻し堆肥
等で調整したほうが良い場合もある。堆肥製品の特徴は、開放直線利用で腐熟度得点が高く有機物推定分
解率の高い製品が多く、密閉縦利用の製品は低水分で粉状である。臭気や有機物推定分解率は完熟の目安
になる。 
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